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広報

No.426 の里 新庄

■人口動態■
平成29年７月31日現在

（  ）内は先月比

男………455人(＋2）
女………504人(＋1）
計………959人(＋3）
世帯数…393戸(＋2）

　新
庄
村
ネ
イ
チ
ャ
ー
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
開
催
し
、
村
外
か
ら
来
ら
れ

た
皆
さ
ん
に
新
庄
村
の
夏
の
と
っ
て

お
き
を
体
験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　（
関
連
記
事

　５
面
）

新庄村ネイチャーワークショップ
2017開催
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　７
月
23
日
（
日
）
に
大
阪
・
難

波
御
堂
筋
ホ
ー
ル
に
て
「
来
て
！

見
て
！
晴
れ
の
国
お
か
や
ま
移
住･

定
住
フ
ェ
ア
２
０
１
７
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　新
庄
村
を
は
じ
め
と
し
て
岡
山

県
の
各
市
町
村
が
移
住
希
望
者
の

た
め
の
ブ
ー
ス
を
設
置
し
、
来
場

し
た
近
畿
圏
の
方
々
か
ら
の
相
談

を
受
け
ま
し
た
。

　新
庄
村
ブ
ー
ス
に
訪
れ
た
方
々

に
は
、
自
然
環
境
の
良
さ
、
子
育

て
環
境
の
良
さ
、
各
種
の
支
援
制

度
、
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
咲

蔵
家
と
テ
レ
ワ
ー
ク
事
業
、
キ
ュ

リ
オ
ス
ク
ー
ル
に
よ
る
デ
ザ
イ
ン

思
考
学
習
な
ど
新
庄
村
の
良
さ
や

他
市
町
村
に
な
い
特
長
に
つ
い
て

説
明
し
ま
し
た
。

　今
後
も
、
各
地
で
開
催
さ
れ
る

移
住
相
談
会
へ
の
参
加
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
移
住
者
・
定
住
者
の

増
加
に
向
け
て
、
し
っ
か
り
ア
ピ

ー
ル
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　（
総
務
企
画
課

　千
葉
）

｢
お
か
や
ま
移
住
・
定
住

フ
ェ
ア
大
阪
会
場｣

に
参
加

　任
期
満
了
に
よ
り
新
た
に
平
成

29
年
７
月
20
日
か
ら
平
成
32
年
７

月
19
日
ま
で
の
３
年
間
の
任
期
と

な
る
新
庄
村
農
業
委
員
会
委
員
の

任
命
式
を
７
月
20
日
に
行
い
ま
し

た
。　任

命
式
後
の
農
業
委
員
会
で
は
、

会
長
及
び
会
長
職
務
代
理
者
を
選

任
後
、
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る

法
律
の
改
正
に
よ
り
、
農
業
委
員

と
同
じ
期
間
、
農
業
委
員
会
が
新

た
に
委
嘱
す
る
新
庄
村
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
３
名
を
選
任
し

ま
し
た
。

　委
員
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り

で
す
。

◆
農
業
委
員

　会
長

　
　高

　島

　昌

　司

　会
長
職
務
代
理
者

　
　稲

　田

　泰

　男

　委
員

　
　坂

　本

　茂

　樹

　
　清

　川

　秀

　夫

　
　石

　藤

　勝

　美

　
　
　
　
　
　
　（
欠
員
１
名
）

◆
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

　
　佐

　藤

　浩

　士

　
　竹

　本

　康

　紀

　
　深

　井

　英

　俊

※

任
期
は
両
委
員
と
も
、
平
成
29

年
７
月
20
日
か
ら
３
年
間
。

（
農
業
委
員
会
事
務
局

　石
藤
）

農
業
委
員
及
び
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
決
ま
る

　８
月
３
日
（
木
）
中
谷
地
区
の

西
村
和
仁
さ
ん
に
、
法
務
大
臣
か

ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　西
村
和
仁
さ
ん
は
平
成
16
年
10

月
１
日
に
人
権
擁
護
委
員
に
任
命

さ
れ
て
以
来
、
５
期
13
年
に
わ
た

り
、
い
じ
め
や
虐
待
と
い
っ
た
人

権
相
談
の
解
決
や
、
人
権
思
想
の

啓
発
活
動
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　今
回
の
法
務
大
臣
か
ら
の
表
彰

は
、
13
年
の
長
き
に
わ
た
る
様
々

な
活
動
に
よ
り
新
庄
村
に
貢
献
し
、

そ
の
功
績
が
顕
著
で
あ
る
と
認
め

ら
れ
た
も
の
で
す
。
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
　（
住
民
福
祉
課

　法
花
）

西
村
和
仁
さ
ん
に
感
謝
状

　７
月
９
日
（
日
）
新
庄
村
交
通

指
導
委
員
会
で
は
、
村
内
全
域
の

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
一
つ
ひ
と
つ
確

認
し
、
鏡
の
汚
れ
を
拭
き
取
る
等
、

清
掃
・
点
検
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　村
民
の
方
が
少
し
で
も
安
全
に

通
行
で
き
る
よ
う
、
今
後
も
継
続

し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

　
　
　（
総
務
企
画
課

　小
畑
）

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の

　
　
　
　
　
　清
掃
実
施

　７
月
25
日
（
火
）
に
創
生
セ
ン

タ
ー
に
て
放
送
番
組
審
議
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
こ
の
度
、
任
期
に

よ
り
新
し
く
委
員
を
改
選
し
ま
し

た
。
審
議
会
は
、
放
送
番
組
の
適

正
を
図
る
為
に
審
議
す
る
も
の
で

あ
り
、
委
員
さ
ん
か
ら
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
放
送
を
は
じ
め
、
告
知
放

送
や
文
字
放
送
の
改
善
点
の
ご
意

見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
い
た
だ

い
た
意
見
を
踏
ま
え
改
善
し
な
が

ら
放
送
内
容
充
実
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

　
　
　（
総
務
企
画
課

　柴
田
）

放
送
番
組
審
議
会
開
催
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　㈱
メ
ル
ヘ
ン
・
プ
ラ
ザ
主
催
の

「
道
の
駅
視
察
研
修
会
」
が
６
月

20
日
、
27
日
、
７
月
４
日
の
３
日

間
開
催
さ
れ
、
道
の
駅
利
用
者
な

ど
、
約
60
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　研
修
会
で
は
、
平
成
25
年
の
開

駅
に
伴
い
特
産
品
開
発
に
力
を
入

れ
ら
れ
て
い
る
道
の
駅｢

た
か
の｣

（
広
島
県
庄
原
市
）と
、平
成
23
年

開
駅
で
「
行
っ
て
良
か
っ
た
道
の

駅
ラ
ン
キ
ン
グ
２
０
１
６
」
で
全

国
10
位
に
選
ば
れ
た
道
の
駅
「
あ

ら
エ
ッ
サ
」
（
島
根
県
安
来
市
）

を
視
察
し
ま
し
た
。

　い
ず
れ
も
地
元
の
農
林
水
産
物

を
多
く
取
扱
い
地
域
農
業
の
活
性

化
を
出
発
点
と
し
た
取
り
組
み
を

見
る
も
の
で
し
た
。
特
に
道
の
駅

「
た
か
の
」
で
は
地
域
の
特
産
品

で
あ
る
リ
ン
ゴ
な
ど
を
活
用
し
た

「
高
野
の
逸
品
１
０
０
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
に
よ
り
生
ま
れ
た
特
産
品

が
売
り
場
に
陳
列
さ
れ
て
お
り
ま

し
た
が
、
商
品
に
同
じ
マ
ー
ク
を

使
用
し
た
り
、
同
じ
商
品
で
も
内

容
量
な
ど
の
サ
イ
ズ
を
変
え
て
販

売
す
る
な
ど
工
夫
を
凝
ら
し
て
い

ま
し
た
。

　今
回
の
視
察
研
修
に
際
し
参
加

者
の
皆
様
に
道
の
駅
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
に
向
け
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
記

入
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
意

見
と
し
て
は
、

○
常
に
変
化
を
出
し
て
ほ
し
い
。

○
テ
ラ
ス
席
が
有
れ
ば
良
い
。

○
地
元
産
品
を
増
や
し
て
ほ
し
い

○
餅
や
饅
頭
だ
け
で
な
く
他
の
特

　産
品
開
発
も
し
て
ほ
し
い
。

○
ヒ
メ
ノ
モ
チ
を
使
用
し
た
商
品

　の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
を
行
っ

　て
ほ
し
い
。

○
女
性
が
立
ち
寄
り
や
す
い
施
設

　と
運
営
を
行
っ
て
ほ
し
い
。

等
の
ご
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　ま
た
、
７
月
12
日
（
水
）
に
は

「
村
で
暮
ら
し
続
け
る
た
め
の
仕

掛
け
づ
く
り
」と
し
て
、お
茶
を
活

用
し
た
商
品
開
発(

ブ
ラ
ン
ド
化)

及
び
販
売
等
の
取
組
に
よ
り
国
の

重
点
「
道
の
駅
」
と
し
て
平
成
29

年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
、｢

道
の

駅
」
お
茶
の
京
都

　み
な
み
や
ま

し
ろ
村
（
京
都
府
南
山
城
村
）
へ

㈱
メ
ル
ヘ
ン
・
プ
ラ
ザ
及
び
産
業

建
設
課
職
員
の
計
４
名
で
視
察
を

行
い
ま
し
た
。
地
元
住
民
の
利
用

し
や
す
い
「
村
民
百
貨
店
」
の
整

備
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
、

宅
配
サ
ー
ビ
ス
と
高
齢
者
の
見
回

り
等
特
徴
的
な
取
組
を
実
施
し
て

お
ら
れ
ま
し
た
。

　視
察
研
修
で
得
た
情
報
、
皆
様

か
ら
頂
い
た
貴
重
な
ご
意
見
は
、

「
道
の
駅
」
視
察
研
修

　全
国
の
さ
る
な
し
産
地
の
関
係

者
出
席
に
よ
り
福
島
県
玉
川
村
に

於
い
て
７
月
30
日
（
日
）
「
第
１

回
全
国
さ
る
な
し
・
こ
く
わ
サ
ミ

ッ
ト
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
開

催
地
で
あ
る
福
島
県
玉
川
村
を
始

め
岩
手
、
山
形
、
新
潟
、
長
野
か

ら
さ
る
な
し
の
栽
培
等
に
取
り
組

む
９
市
町
村
が
参
加
し
ま
し
た
。

　サ
ミ
ッ
ト
に
先
立
ち
全
国
さ
る

な
し
・
こ
く
わ
連
絡
協
議
会
の
設

立
総
会
が
行
わ
れ
、
さ
る
な
し
の

特
産
化
に
取
り
組
む
関
係
自
治
体

及
び
団
体
が
連
携
し
て
さ
る
な
し

の
知
名
度
向
上
と
販
路
拡
大
を
図

る
と
共
に
高
付
加
価
値
化
の
Ｐ
Ｒ

事
業
に
取
り
組
む
こ
と
を
決
定
し

ま
し
た
。
新
庄
村
か
ら
も
村
長
を

始
め
㈱
サ
ル
ナ
シ
の
里
新
庄
（
代

表
取
締
役

　芦
川
巖
）
に
参
加
い

た
だ
き
新
庄
村
の
サ
ル
ナ
シ
の
Ｐ

Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

　サ
ミ
ッ
ト
で
は
新
庄
村
に
も
ゆ

か
り
の
あ
る
岡
山
大
学
大
学
院
医

歯
薬
学
総
合
研
究
科
の
有
元
佐
賀

恵
准
教
授
に
よ
る
「
サ
ル
ナ
シ
の

健
康
効
果
」
の
基
調
講
演
が
あ
り

新
庄
産
サ
ル
ナ
シ
の
紹
介
が
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
各
地
域
の
サ
ル

ナ
シ
製
品
（
酒
類
、
酢
、
ジ
ュ
ー

ス
、
カ
レ
ー
等
）
の
Ｐ
Ｒ
や
情
報

交
換
会
、
ほ
場
の
視
察
等
も
行
わ

れ
ま
し
た
。

参
加
自
治
体

福
島
県

　玉
川
村

　
　
　
　南
会
津
町

新
潟
県

　十
日
町
市

　
　
　
　三
条
市

岩
手
県

　軽
米
町

山
形
県

　飯
豊
町

　
　
　
　西
川
町

長
野
県

　小
谷
村

岡
山
県

　新
庄
村

第
１
回

全
国
さ
る
な
し
サ
ミ
ッ
ト

　７
月
13
日（
木
）、
農
業
委
員
及

び
転
作
確
認
委
員
の
ご
協
力
に
よ

り
、
村
内
全
域
の
転
作
農
地
を
確

認
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
殆
ど

の
農
家
の
方
が
立
て
札
の
内
容
通

り
転
作
作
物
を
生
産
栽
培
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
の
が
確
認
で
き
ま

し
た
。
ご
理
解
、
ご
協
力
を
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　主
な
転
作
作
物
は
次
の
と
お
り

で
す
。

　飼
料
作
物
約

　38
ヘ
ク
タ
ー
ル

　野
菜

　
　約

　10
ヘ
ク
タ
ー
ル

　大
豆

　
　約

　3.5
ヘ
ク
タ
ー
ル

　加
工
米

　約

　7.7
ヘ
ク
タ
ー
ル

　花
き

　
　約

　1.6
ヘ
ク
タ
ー
ル

　果
樹

　
　約

　1.7
ヘ
ク
タ
ー
ル

　自
己
保
全
約

　13
ヘ
ク
タ
ー
ル

　農
地
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
ど

ん
な
質
問
で
も
結
構
で
す
の
で
、

お
近
く
の
農
業
委
員
、
農
地
利
用

最
適
化
推
進
員
ま
た
は
役
場
産
業

建
設
課
（
農
業
委
員
会
事
務
局
）

ま
で
お
気
軽
に
お
尋
ね
下
さ
い
。

　
　

 

（
産
業
建
設
課

　竹
本
）

転
作
現
地
確
認

道
の
駅
の
機
能
強
化
に
反
映
す
る

よ
う
取
組
を
行
っ
て
参
り
ま
す
の

で
、
今
後
と
も
ご
理
解
ご
協
力
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　（
産
業
建
設
課

　竹
本
）

　次
回
の
第
２
回
サ
ミ
ッ
ト
も
福

島
県
玉
川
村
で
開
催
予
定
で
す
。

　
　
　（
産
業
建
設
課

　竹
本
）
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　７
月
14
日
（
水
）
創
生
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
、
新
庄
村
肉
畜
共
励

平
成
29
年
度
新
庄
村

肉
畜
共
励
組
合
総
会
開
催

　７
月
27
日（
木
）、
第
16
回
新
庄

村
ヒ
メ
ノ
モ
チ
生
産
組
合
総
会
が

江
府
町
の
休
暇
村
奥
大
山
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　今
年
は
真
庭
普
及
指
導
セ
ン
タ

ー
の
西
川
主
幹
、
小
倉
村
長
、
園

山
議
員
、
生
産
者
、
事
務
局
の
Ｊ

Ａ
真
庭
美
甘
支
所
か
ら
多
く
の
皆

さ
ん
に
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　前
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
決

算
、
監
査
報
告
、
29
年
度
の
事
業

計
画
案
及
び
予
算
案
な
ど
が
慎
重

に
審
議
さ
れ
、
原
案
と
お
り
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
ヒ
メ
ノ
モ
チ
の
獣

害
・
カ
メ
ム
シ
対
策
及
び
品
質
向

上
を
主
眼
に
お
い
た
取
組
等
が
出

来
な
い
か
と
の
ご
提
案
も
あ
り
ま

し
た
。

　生
産
者
の
皆
様
に
は
今
後
も
農

業
収
入
の
増
収
に
向
け
、
よ
り
一

層
高
品
質
の
ヒ
メ
ノ
モ
チ
生
産
に

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　（
産
業
建
設
課

　竹
本
）

　８
月
３
日（
木
）、
新
庄
村
肉
用

牛
改
良
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
新

庄
村
・
蒜
山
地
区
合
同
の
畜
産
共

進
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　当
村
か
ら
は
、
和
牛
23
頭
の
出

品
が
あ
り
、
和
牛
の
体
格
や
姿
勢

の
良
さ
な
ど
を
審
査
し
、
成
長
ぶ

り
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　審
査
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

○
第
１
部
（
去
勢
及
び
雄
牛
）

　優
等
首
席

　
　新
勝
紀
２
号

　
　
　
　
　
　竹
本
康
紀
さ
ん

○
第
２
部
（
雌
牛
）

　優
等
首
席

　
　し
ん
た
け
８
２
２
号

　
　
　
　
　
　竹
本
康
紀
さ
ん

○
第
３
部
（
雌
成
牛
）

　優
等
首
席

　
　し
ん
み
お
９
号

　
　
　
　
　
　稲
田
佳
子
さ
ん

　新
庄
村
の
和
牛
の
グ
ラ
ン
ド
チ

ャ
ン
ピ
オ
ン
は
、
第
２
部
優
等
首

席
の
し
ん
た
け
８
２
２
号
と
決
定

し
ま
し
た
。

　ま
た
、
第
１
０
０
回
開
催
記
念

事
業
と
し
て
、
『
小
学
生
共
進
会

見
学
ツ
ア
ー
』
を
企
画
し
、
新
庄

小
学
校
４
〜
６
年
生
８
名
が
参
加

を
し
ま
し
た
。
見
学
ツ
ア
ー
中
に

は
、
優
等
首
席
を
当
て
る
予
想
投

票
等
を
行
い
ま
し
た
。

　出
品
者
の
村
内
畜
産
農
家
を
は

じ
め
、
見
学
ツ
ア
ー
に
ご
参
加
い

た
だ
い
た
児
童
の
み
な
さ
ま
、
関

係
者
及
び
ご
参
観
い
た
だ
い
た
み

な
さ
ま
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　
　
　（
産
業
建
設
課

　植
木
）

　７
月
７
日
（
金
）
美
作
広
域
農

業
普
及
指
導
セ
ン
タ
ー
の
細
川
副

参
事
に
ご
出
席
い
た
だ
き
、
平
成

29
年
度
新
庄
村
特
産
品
開
発
研
究

会
の
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　ま
ず
研
究
会
の
活
動
報
告
を
行

っ
た
後
、
各
団
体
か
ら
活
動
報
告

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
次
に
交
付

金
を
活
用
し
た
ご
当
地
商
品
開
発

事
業
の
説
明
と
参
加
呼
び
か
け
を

行
い
、
さ
ら
に
美
作
広
域
農
業
普

及
指
導
セ
ン
タ
ー
か
ら
「
加
工
場

運
営
管
理
研
修
」
の
実
施
予
告
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
８
月
中
旬
に

は
先
進
地
視
察
研
修
を
実
施
す
る

こ
と
も
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　参
加
さ
れ
た
会
員
の
皆
さ
ん
か

ら
は
ご
当
地
商
品
の
開
発
事
業
に

つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
質
問
が
あ
り
、

関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

来
年
に
道
の
駅
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を

控
え
、
新
し
い
商
品
の
開
発
や
、

衛
生
管
理
意
識
の
さ
ら
な
る
向
上

な
ど
、
研
究
会
の
取
り
組
み
の
推

進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
　
　（
産
業
建
設
課

　山
田
）

第
100
回
新
庄
村
畜
産
共
進
会
開
催

(

第
12
回
蒜
山
共
進
会
同
時
開
催)

新
庄
村
特
産
品

　
　

  

開
発
研
究
会
総
会

ヒ
メ
ノ
モ
チ

　
　
　生
産
組
合
総
会

組
合
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　平
成
28
年
度
の
事
業
報
告
、
決

算
報
告
、
平
成
29
年
度
の
事
業
計

画
と
収
支
予
算
、
８
月
３
日(

木)

開
催
の
第
１
０
０
回
新
庄
村
畜
産

共
進
会
に
つ
い
て
話
し
合
い
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　近
年
、
和
牛
の
飼
育
頭
数
も
減

少
し
て
い
る
中
、
新
庄
村
に
お
い

て
は
肉
用
牛
振
興
に
も
力
を
入
れ

て
お
り
、
安
定
し
た
経
営
と
、
基

盤
強
化
等
、
熱
心
に
話
し
合
い
ま

し
た
。

　平
成
29
年
度
の
新
庄
村
肉
畜
共

励
組
合
の
役
員
は
次
の
と
お
り
で

す
。　組

合
長

　
　
　
　稲
田
泰
男

　副
組
合
長

　
　
　竹
本
英
利

　委
員（
兼
監
事
）

　坂
本
徳
次

　委
員（
兼
会
計
）

　坂
本
吉
男

　監
事

　
　
　
　
　宍
戸

　誠

　今
年
度
の
主
な
事
業
は
以
下
の

通
り
で
す

・
８
月
３
日
（
木
）

　第
１
０
０
回
新
庄
村
畜
産
共
進
会

・
９
月
21
日
（
木
）

　第
12
回
真
庭
地
域
畜
産
共
進
会

・
10
月
22
日
（
日
）

　第
72
回
岡
山
県
畜
産
共
進
会

　
　
　（
産
業
建
設
課

　植
木
）
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　７
月
26
日
（
水
）
に
公
民
館
大

会
議
室
で
新
庄
村
総
合
教
育
会
議

を
開
催
し
ま
し
た
。

　本
会
議
は
地
方
教
育
行
政
法
の

改
正
に
伴
い
、
平
成
27
年
４
月
か

ら
村
長
と
教
育
委
員
会
が
十
分
な

意
思
疎
通
を
図
り
、
教
育
行
政
の

推
進
を
図
る
た
め
設
置
し
て
い
る

も
の
で
す
。

　今
回
は
地
域
学
校
教
育
活
動
に

つ
い
て
、
平
中
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
か
ら
放
課
後
支
援
（
放
課
後
子

ど
も
教
室
や
沢
塾
な
ど
）
や
土
曜

日
等
支
援
（
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ

な
ど
）、学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
つ
い
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
岡
山
県
学
力
・
学
習
状
況

調
査
等
に
つ
い
て
も
意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　
　（
教
育
委
員
会

　山
田
）

新
庄
村
総
合

　
　

  

教
育
会
議
を
開
催

ネ
イ
チ
ャ
ー

　
　

  

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
　
　
　
　

  

２
０
１
７

　７
月
11
日（
火
）、
平
成
29
年
度

公
民
館
長
杯
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大

会
（
主
催

　新
庄
村
公
民
館
、
共

催

　新
庄
村
社
会
福
祉
協
議
会
）

を
ふ
れ
あ
い
公
園
で
開
催
し
ま
し

た
。
総
勢
31
名
の
方
が
参
加
し
、

公
民
館
長
杯

  

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

３
〜
４
名
が
一
つ
の
チ
ー
ム
に
な

り
、
８
組
に
分
か
れ
て
個
人
戦
を

行
い
ま
し
た
。

　各
組
が
８
ホ
ー
ル
２
回
の
計
16

ホ
ー
ル
の
合
計
打
数
で
競
技
し
、

中
に
は
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を
２
回

出
す
方
も
お
り
、
真
剣
な
中
に
も

楽
し
く
プ
レ
ー
を
さ
れ
て
い
ま
し

た
。　当

日
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。

優

　勝

　佐
々
木
昌
子
さ
ん

準
優
勝

　坂
本

　英
典
さ
ん

第
３
位

　柴
田

　
　勉
さ
ん

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞

　７
名

　
　
　
　
　（
公
民
館

　山
田
）

　８
月
５
日（
土
）、
６
日（
日
）の

２
日
間
、恒
例
と
な
り
ま
し
た｢

新

庄
村
ネ
イ
チ
ャ
ー
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
２
０
１
７
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　毎
年
参
加
者
の
皆
さ
ん
に
好
評

を
頂
い
て
お
り
、
今
年
で
４
回
目

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
リ
ピ

ー
タ
ー
の
方
の
参
加
を
含
め
て
募

集
期
限
前
に
定
員
に
達
す
る
な
ど
、

新
庄
村
の
夏
の
定
番
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
定
着
し
て
き
て
い
ま
す
。

　岡
山
県
南
の
方
を
中
心
に
、
源

流
の
滝
遊
び
＆
キ
ャ
ン
プ
体
験
は

12
グ
ル
ー
プ
32
人
、
森
林
セ
ラ
ピ

ー
＆
草
木
染
め
ツ
ア
ー
は
５
グ
ル

ー
プ
11
人
の
合
計
43
人
の
皆
さ
ん

に
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
台

風
の
接
近
も
懸
念
さ
れ
ま
し
た
が
、

幸
い
に
も
好
天
に
恵
ま
れ
、
新
庄

村
で
し
か
で
き
な
い
特
別
な
夏
の

体
験
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　企
画
・
運
営
に
ご
協
力
を
い
た

だ
い
た
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
、
関

係
者
の
皆
さ
ん
に
は
紙
面
を
借
り

て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　（
産
業
建
設
課

　山
田
）
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　７
月
21
日
（
金
）
に
毎
年
恒
例

の
「
星
空
映
画
会
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

　今
年
度
は
大
人
気
映
画
の
「
ミ

ニ
オ
ン
ズ
」
を
上
映
し
た
と
こ
ろ
、

村
内
外
か
ら
約
１
２
０
名
の
参
加

が
あ
り
、
公
民
館
前
の
会
場
は
多

く
の
人
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　星
空
の
下
、
屋
外
で
の
開
放
感

と
心
地
よ
い
風
を
感
じ
な
が
ら
大

ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
る
映

像
は
と
て
も
迫
力
が
あ
り
、
皆
引

き
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　ま
た
、
風
の
子
文
庫
の
皆
さ
ん

の
ご
厚
意
に
よ
り
、
受
付
時
間
か

ら
上
映
ま
で
の
間
、
焼
き
そ
ば
や

か
き
氷
、
綿
菓
子
な
ど
を
作
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　来
年
も
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
い
た

星
空
映
画
の
鑑
賞
会

星
空
映
画
の
鑑
賞
会

地
域
資
源
を
活
用
し
た
土
曜
日

教
育(

自
然
体
験
教
室)

開
催

地
域
資
源
を
活
用
し
た
土
曜
日

教
育(

自
然
体
験
教
室)

開
催

だ
け
る
作
品
を
上
映
し
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
多
く
の
方
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　（
公
民
館

　山
田
）

　地
域
資
源
を
活
用
し
た
土
曜
日

教
育
（
自
然
体
験
教
室
）
を
７
月

23
日（
土
）、
小
中
学
生
と
保
護
者

を
対
象
に
新
庄
村
内
で
開
催
し
ま

し
た
。
こ
の
日
は
、
黒
田
眞
路
さ

ん
を
講
師
に
新
庄
村
の
自
然
を
五

感
で
体
験
す
る
活
動
を
中
心
に
朝

鍋
鷲
ヶ
山
で
森
の
学
習
、
新
庄
川

で
リ
バ
ー
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
を
実
施

し
ま
し
た
。

　岡
山
市
の
京
山
公
民
館
、
京
山

地
区
Ｅ
Ｓ
Ｄ
推
進
協
議
会
と
共
催

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
岡
山
市
か

ら
の
参
加
者
と
併
せ
約
70
名
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。

　新
庄
の
子
ど
も
で
あ
っ
て
も
川

遊
び
を
し
た
こ
と
の
な
い
子
ど
も

も
お
り
双
方
に
と
っ
て
貴
重
な
体

験
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
旭
川

の
上
流
域
・
下
流
域
の
交
流
に
も

な
っ
た
よ
う
で
す
。

　今
後
も
、
こ
の
よ
う
な
活
動
を

通
し
て
、
ふ
る
里
の
良
さ
を
知
り
、

ふ
る
里
を
愛
す
る
子
ど
も
に
育
っ

て
ほ
し
い
と
願
い
ま
す
。

　
　
　（
教
育
委
員
会

　前
田
）

　厳
し
い
暑
さ
の
中
、
い
か
が
お

過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
夏
バ
テ
は

し
て
い
ま
せ
ん
か
。

　バ
イ
タ
ル
サ
イ
ン
と
は
、｢

人
が

生
き
て
い
る
サ
イ
ン
」
の
こ
と
で

す
。バ
イ
タ
ル
サ
イ
ン
に
は
、「
体

温｣｢

血
圧｣｢

脈
拍｣｢

呼
吸｣｢

意
識

状
態
」
が
あ
り
ま
す
。
バ
イ
タ
ル

サ
イ
ン
を
測
定
す
る
際
の
大
切
な

こ
と
は
、
平
常
時
か
ら
自
分
の
数

値
が
ど
の
く
ら
い
か
知
っ
て
お
く

こ
と
で
す
。

①
体
温

　体
温
と
は
、
全
身
を
流
れ
る
血

液
の
温
度
の
こ
と
で
、
体
の
温
度

と
な
り
ま
す
。
日
ご
ろ
の
体
温
と

比
べ
て
１
℃
以
上
高
い
場
合
は
、

「
発
熱
」
と
考
え
て
下
さ
い
。
体

内
に
熱
が
こ
も
っ
て
高
体
温
に
な

る
こ
と
を
「
う
つ
熱
」
と
言
い
ま

す
。
高
温
の
環
境
に
居
続
け
る
こ

と
で
起
こ
り
ま
す
。
室
内
で
も
安

心
せ
ず
、
窓
を
開
け
扇
風
機
を
利

用
す
る
な
ど
風
を
通
し
て
、
熱
が

こ
も
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

②
血
圧

　血
圧
と
は
、
血
液
が
血
管
を
流

れ
る
圧
力
の
こ
と
で
す
。
血
管
は

お
元
気
で
す
か
？

『
バ
イ
タ
ル
サ
イ
ン
』

『
バ
イ
タ
ル
サ
イ
ン
』

『
バ
イ
タ
ル
サ
イ
ン
』

よ
く
ホ
ー
ス
に
例
え
ら
れ
ま
す
。

年
を
重
ね
る
に
つ
れ
て
、
ホ
ー
ス

が
も
ろ
く
硬
く
な
り
、
血
液
が
流

れ
に
く
く
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

高
血
圧
に
な
る
方
が
増
え
て
き
ま

す
。
高
血
圧
が
続
く
と
血
管
に
負

担
が
か
か
り
ま
す
。
脳
卒
中
や
心

筋
梗
塞
な
ど
の
原
因
に
な
る
た
め
、

早
期
の
対
応
を
し
ま
し
ょ
う
。

③
脈
拍

　心
臓
か
ら
押
し
出
さ
れ
る
血
液

の
拍
動
を
「
脈
拍
」
と
し
て
手
首

や
首
か
ら
確
認
す
る
こ
と
が
出
来

ま
す
。
健
康
な
成
人
の
脈
拍
は
１

分
間
に
60
〜
１
０
０
回
で
す
。
50

回
以
下
や
１
０
０
回
以
上
の
場
合

は
注
意
が
必
要
で
す
。

④
呼
吸
、
意
識
状
態

　落
ち
着
い
た
状
態
で
、
１
分
間

に
14
〜
20
回
の
呼
吸
数
が
正
常
で

す
。
意
識
障
害
の
原
因
は
、
脳
の

障
害
と
脳
以
外
の
異
常
が
考
え
ら

れ
ま
す
。

　体
温
や
血
圧
な
ど
、
ご
自
身
で

平
常
時
の
数
値
を
把
握
さ
れ
て
い

ま
す
か
？
定
期
的
に
測
っ
て
記
入

し
て
お
く
と
、
自
身
の
健
康
状
態

の
目
安
に
な
り
ま
す
。
暑
い
日
が

ま
だ
ま
だ
続
き
ま
す
の
で
水
分
補

給
を
心
が
け
、
食
事
か
ら
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
と
り
睡
眠
で
し
っ
か
り
休

養
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　（
住
民
福
祉
課

　大
塚
）
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婚
姻
届

　末
永
く
お
幸
せ
に

　＊
川
村

　拓
也

　
　上
田

　裕
子

出
生
届

　お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

＊
平
成
29
年
７
月
16
日

　島
田

　大
生(

兼
宏
・
真
里
奈)

「
戸
籍
の
動
き
」
へ
の
掲
載
希
望

に
つ
い
て
、
遠
慮
な
く
住
民
福
祉

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

《
戸
籍
の
動
き
》

平
成
29
年
７
月
受
付
分

お

ら
知

せ

年  

金  

相  

談

区 分
村 内

6月期

件 数

死 者

重 傷

軽 傷

1

0

0

1

5件

0人

0人

5人

59

2

3

1

201件

5人

3人

147人

本年の累計 6月期 本年の累計

真庭市内

事

故

6月期の交通事故・違反者発生状況

（総務企画課　小畑）

　９
月
の
年
金
相
談
日
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

日
時　９

月
14
日
（
木
）
10
時
〜
12
時

　
　
　
　
　
　
　
　13
時
〜
15
時

　９
月
28
日
（
木
）
10
時
〜
12
時

　
　
　
　
　
　
　
　13
時
〜
15
時

場
所

　真
庭
市
役
所
久
世
本
庁
舎

※

相
談
内
容
を
把
握
す
る
た
め
、

前
日
ま
で
に
必
ず
予
約
を
お
願
い

し
ま
す
。

　村

　県

　民

　税
（
２
期
）

　国

　
　保

　
　税
（
３
期
）

　介

護

保

険

料
（
３
期
）

　後
期
高
齢
者
保
険
料
（
２
期
）

　
　納
期
限

　８
月
31
日
（
木
）

８
月
の
納
税

○
募
集
種
目

　▼
防
衛
医
大

　医
学
科
学
生

　▼
防
衛
医
大

　看
護
学
科
生

○
受
験
資
格

　日
本
国
籍
を
有
し
、
高
卒

　（
見
込
含
む
）

　来
年
４
月
１
日
現
在
、
18
歳
か

　ら
21
歳
未
満

○
受
付
期
間

　９
月
５
日（
火
）〜

　９
月
29
日（
金
）必
着

○
試
験
日

　▼
医
学
科

　一
次

　10
月
28
日
・
29
日

　二
次

　12
月
13
日
〜
15
日
ま
で

　
　
　
　の
指
定
す
る
日

　▼
看
護
学
科

　一
次

　10
月
14
日

　二
次

　11
月
25
日
・
26
日

○
試
験
場

　受
付
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
着
校
時
期

　平
成
30
年
４
月
上
旬

応
募
に
つ
い
て
詳
し
い
こ
と
は
、

自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部

津
山
出
張
所

(

℡
０
８
６
８-

２
２-

５
６
３
７)

ま
で

医
師
・
看
護
師
で
あ
る
幹
部

自
衛
官
に
な
る

防
衛
医
科
大
学
校

　
　
　
　
　学
生
募
集

だ
い

　き

予
約
先

　津
山
事
務
所

　お
客
様
相
談
室

　℡
０
８
６
８-

31-

２
３
６
５

　年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の
と
、

本
人
確
認
が
で
き
る
免
許
証
、
保

険
証
な
ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
代
理
の
場
合
は
委
任
状
が

必
要
で
す
。

　
　
　
　
　
　（
住
民
福
祉
課
）

万
緑
を
映
し
切
れ
な
い
隠
れ
沼

　
　
　
　
　渡
邉

　算
人

葉
の
緑
紛
れ
忍
者
の
雨
蛙

　
　
　
　
　
　
　峠
下

　
　巌

星
の
く
ず
地
上
に
遊
ぶ
ほ
た
る
の
夜

　
　
　三
船
八
寿
子

田
草
取
母
を
思
い
て
伸
ば
す
腰

　
　
　
　
　三
鴨

　浩
子

夕
闇
に
小
川
の
せ
せ
ら
ぎ
蛍
飛
ぶ

　
　
　
　兵
江

　道
子

網
戸
に
す
日
課
の
ひ
と
つ
朝
涼
し

　
　
　
　樋
口

　正
直

今
月
の
俳
句

（
新
庄
村
俳
句
教
室
よ
り
）

ウスイロヒョウモンモドキ
創作童話・創作絵本
ウスイロヒョウモンモドキ
創作童話・創作絵本
ウスイロヒョウモンモドキ
創作童話・創作絵本

募集中！

ウスイロヒョウモンモドキがいつまでも

生き続けられる童話・絵本の世界をあな

たの言葉でつくりませんか？

○応募受付期間

　７月３日(月)～10月２日(月)

○応募資格など

◇創作童話

　高校生以上　アマチュアの方　400字詰め原稿用紙５枚以内

◇創作絵本

　中学生以下の個人または家族や友達とのグループ応募も可能

　表紙を含めて30ページ以内

その他詳細は、チラシをご覧ください。（チラシは、役場・公民館・咲蔵家.

に置いています。）

問い合わせ先　役場総務企画課　村内無料電話：3-2412



　村
内
に
あ
る
空
き
家
の
一
戸
建

て
木
造
住
宅
の
除
去
・
応
急
措
置

に
係
る
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま

す
。

対

　象
　○
村
内
に
あ
る
民
間
住
宅

　
　（
個
人
所
有
で
あ
る
も
の
）

　○
特
定
空
家
又
は
そ
れ
に
な
り

　
　得
る
も
の
と
し
て
村
長
が
認

空
家
等
の
除
去
等
に

か
か
る
費
用
に
補
助
金

が
出
ま
す

　岡
山
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会

と
全
国
青
年
司
法
書
士
協
議
会
で

は
、
「
あ
き
ら
め
な
い
で

　全
国

一
斉
養
育
費
相
談
会

　〜
子
ど
も

の
か
け
が
え
の
な
い
今
と
、
未
来

の
た
め
に
〜
」
と
題
し
て
、
養
育

費
に
関
す
る
電
話
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。

○
日
時

　

　平
成
29
年
９
月
２
日
（
土
）

　10
〜
16
時
ま
で

○
電
話
番
号(

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル)

　０
１
２
０-

５
６
７-

３
０
１

○
そ
の
他

　相
談
無
料
、
秘
密
厳
守
で
す
。

　
　
　（
総
務
企
画
課

　岡
崎
）

｢
全
国
一
斉
養
育
費
相
談
会｣

　
　開
催
の
お
知
ら
せ
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　め
る
も
の
。

　○
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に

　
　着
工
さ
れ
た
住
宅
。

　○
居
住
そ
の
他
の
使
用
が
さ
れ

　
　て
い
な
い
状
態
で
概
ね
１
年

　
　以
上
経
過
し
て
い
る
も
の
。

　○
公
共
事
業
に
よ
る
移
転
の
対

　
　象
と
な
っ
て
い
な
い
も
の
。

　○
そ
の
他
で
補
助
を
受
け
て
い

　
　な
い
も
の
。

補
助
金
額

（
除
去
事
業
）

　補
助
対
象
額
の
３
分
の
２

（
50
万
円
上
限
）

　な
お
、
新
庄
村
景
観
保
存
区
域

に
お
い
て
は
上
限
は
１
０
０
万
円

（
応
急
措
置
）

　補
助
対
象
額
の
３
分
の
２

（
20
万
円
上
限
）

　な
お
、
新
庄
村
景
観
保
存
区
域

に
お
い
て
は
上
限
は
40
万
円

　
　
　（
産
業
建
設
課

　酒
井
）

新庄村職員採用試験を実施します
～平成30年４月採用～

試 験 日　10月15日（日）

試験会場　新庄村役場

受付期間　９月１日（金）～９月21日（木）

試験案内、申込書の配布場所　

　　　　　新庄村役場総務企画課

　　　　　新庄村のホームページからダウンロードできます

試験職種

保　健　師

一般事務（初級) 若干名

採用予定人員 受験資格

昭和59年４月２日以降に生まれ、

平成30年３月までに高等学校を卒

業した人

昭和59年４月２日以降に生まれ、

保健師の免許を持つ人
１名
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　８
月
１
日
に
理
事
会
を
開
催
し
、

社
会
福
祉
法
改
正
に
伴
う
経
理
規

程
の
一
部
改
正･

夏
期
援
護
事
業･

新
仏
参
拝
事
業
に
つ
い
て
の
審
議

を
行
い
、
可
決
承
認
し
て
頂
き
ま

し
た
。

　ま
た
、
事
務
局
よ
り
、
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
関
係
の
施
設
改
修
工

事
、
事
業
等
に
つ
い
て
、
検
討
事

案
及
び
経
過
報
告
に
つ
い
て
行
い

ま
し
た
。

  

７
月
の
活
動
状
況

11
日

　第
35
回
新
庄
村
老
人
ク
ラ

　
　
　ブ
連
合
会
長
杯
ゲ
ー
ト
ボ

　
　
　ー
ル
大
会

　
　（
10
名
）

11
日

　公
民
館
長
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
　
　ゴ
ル
フ
大
会

　（
31
名
）

18
日

　緑
と
花
い
っ
ぱ
い
運
動
及

　
　
　び
農
園
作
業
（
草
取
り
）

　
　
　
　
　
　（
女
性
部
８
名
）

社
協
だ
よ
り

理
想
の
福
祉
を
目
指
し
て

新
庄
村
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　理
事
会
開
催

第
35
回
新
庄
村

　老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
杯

　
　
　ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　社
協
へ
の
お
問
い
合
わ
せ

　
　
　
　村
内
無
料
電
話

　
　
　
　
　
　３―

３
１
０
６

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
活
動

　近
年
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
人
口
が
減

少
し
、
老
人
ク
ラ
ブ
員
を
対
象
と

し
た
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
は
唯
一

こ
の
大
会
だ
け
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　ボ
ー
ル
を
た
た
く
音
を
聞
く
機

会
も
め
っ
き
り
少
な
く
な
っ
て
い

る
ふ
れ
あ
い
公
園
で
、
７
月
11
日
、

第
35
回
目
の
大
会
を
開
催
し
、
10

名
の
ク
ラ
ブ
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

単
位
ク
ラ
ブ
の
枠
に
と
ら
わ
れ
な

い
チ
ー
ム
編
成
で
、
楽
し
く
親
睦

を
深
め
る
こ
と
か
で
き
ま
し
た
。

　こ
の
大
会
は
ク
ラ
ブ
員
同
士
の

親
睦
を
第
一
に
考
え
て
い
ま
す
。

年
に
一
度
の
大
会
で
す
。
未
経
験

者
の
方
も
大
歓
迎
で
す
。
来
年
度

は
是
非
ご
参
加
頂
き
、
こ
の
大
会

を
盛
り
上
げ
て
く
だ
さ
い
。

  

９
月
の
予
定

10
日

　村
民
合
同
運
動
会
参
加

26
日

　第
13
回
真
庭
地
域
老
人
ク

　
　
　ラ
ブ
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　
　
　

※

事
前
準
備
あ
り

　
　
　（
真
庭
市
落
合
）

　
　
　（
予
備
日
／
９
月
28
日
）

  

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　納
涼
祭

　８
月
３
日（
木
）、
毎
年
恒
例
と

な
り
ま
し
た
納
涼
祭
を
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　保
育
所
の
園
児
や
先
生
方
が
ゆ

か
た
や
甚
平
を
着
て
、
新
庄
盆
踊

り
「
ひ
が
し
」
を
踊
り
な
が
ら
入

場
、
ド
ラ
え
も
ん
音
頭
や
七
夕
の

歌
の
披
露
で
、
会
場
を
大
い
に
盛

り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
さ
く
ら
の
里
の

利
用
者
と
園
児
た
ち
が
一
緒
に
、

七
夕
飾
り
に
様
々
な
願
い
を
込
め

飾
り
つ
け
を
し
ま
し
た
。

　昼
食
に
は
、
夏
祭
り
を
イ
メ
ー

ジ
し
た
焼
き
そ
ば
等
の
料
理
を
お

ば
こ
の
会
の
皆
様
の
協
力
の
も
と

準
備
し
、
皆
さ
ん
美
味
し
い
美
味

し
い
と
喜
ん
で
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　午
後
か
ら
は
、
金
魚
す
く
い
ゲ

ー
ム
や
つ
か
み
取
り
に
参
加
し
て

頂
き
笑
い
の
絶
え
な
い
楽
し
い
時

間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
村
内
小
学
生
有
志
の
田
植

え
歌
の
披
露
も
あ
り
盛
り
沢
山
の

納
涼
祭
と
な
り
ま
し
た
。

　ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様

に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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　中学生が出場

する運動部の大

会には、真庭支

部総体と美作地

区総体がありま

す。どの大会で

も、日ごろの練

習の成果を発揮し、上位入賞を目指しています。

中でも、美作地区の大会は、県総体の予選を兼ね

ており、運動部で活動している生徒にとって大き

な目標となっています。

　本年度は、7月7日(金)～9日(日)に開催された美

作地区総体が県大会出場をかけた大会でした。特

に3年生にとっては、県大会に出場できなれば引

退となる重要な大会です。試合に向けて、一人ひ

とりが練習に打ち込み、技能と精神面を高めてき

ました。今回の大会では、卓球部3名、バドミン

トン部2名が県大会への出場権を得ることができ

ました。

　7月21日(金)～24日(月)に行われた県大会でも、

強豪を相手に臆することなく全力で臨み、持てる

力を発揮してくれました。

この大会をもって3年生は引退しました。秋から

は、卓球、ソフトテニス部のみの活動となり、バ

ドミントン部は休部となります。秋の新人戦に向

けて1･2年生が新チームで活動を始めています。

9月下旬の真庭支部秋季総体、10月上旬の美作地

区予選会を経て、11月上旬の県秋季大会を目指し

ていきます。　　　　　　（新庄中学校　河井）

中学校だより中学校だより中学校だより

新庄村ジュニアスポーツクラブ
夏の交流会

新庄村ジュニアスポーツクラブ
夏の交流会

小学校だより小学校だより小学校だより

各部とも健闘～県大会を目指して～

　７月３日（月）、真庭署生活安全課、津山少年サ

ポートセンターの方を講師に『心と命の教育活動

（非行防止教室・ネットモラル教室）』を行いま

した。小学校３・４年が非行防止教室、小学校５

年から中学校３年までがネットモラル教室でした。

　非行防止教室では、プレゼンソフトで絵や図を

たくさん使ってわかりやすくお話をしていただき

ました。どんなことが犯罪で、どれくらい重い罪

になるのかしっかり学ぶことができました。

　ネットモラル教室では、ビデオをもとに身近な

ネットトラブルについて考えました。自分がネッ

トに関わる事件やトラブルに巻き込まれないよう

にするためには、どんな力やどんな知識が必要な

のか分かったと思います。

　この『心と命の教育活動』の時間を通して、自

分を大切にすること、他の人を自分と同じように

大切にすること、ルールを守ることなど、たくさ

んのことを学習することができました。

　　　　　　　　　　　　（新庄小学校　岡田）

心と命の教育活動

　７月29日（土）、新庄村ジュニアスポーツクラ
ブ員、卒業生、保護者、指導者の45名が集まり、
夏の交流会を行いました。
　午前９時から、サッカー、ソフトバレーの練習
を行った後、お世話になっている新庄村への恩返
しをしたいとの発案で、クラブ員と指導者は、し

だれ桜通りと河川公
園周辺のゴミ拾いを
行いました。
　お腹もすいた頃、
楽しみにしていた交
流会が始まりました。
かき氷、焼きそば、
フランクフルト、た
こ焼きといったみん
なが大好きなメニューが並び、縁日のようなにぎ
やかさでした。ご飯の後は、恒例の水遊びです。
指導者もクラブ員もびしょ濡れになって、夏のひ
と時を楽しむことができました。
　買い物や準備、片づけと保護者の方には大変お
世話になりました。これからもジュニアスポーツ
クラブが子ども達の笑顔いっぱいの活動となりま
すよう、ご支援ご協力をよろしくお願いいたしま
す。　　　　　　　　　　（教育委員会　平中）


